
東広島市立平岩小学校

改善方策

１０月 １月

○まとめ、振り返りの評価
B評価以上
の児童
80％以上

○児童アンケート（肯定的評価）
・進んで学習している
・一斉授業（「学び合い」）では、新しい発見
があったり，自分の考えが深まったりして，
学習がよくわかる

80％
以上

基礎・基本の定
着

○単元テスト（国語・算数）における平
均点80点以上を全テストの８割以上

全テスト
の80%
以上

人に対する言葉
遣いを磨く取組
の充実

○児童アンケート（肯定的評価）
・人の気持ちを考えて、行動（話す）している
・あいさつをしている
○保護者アンケート（肯定的評価）
・学校は，様々な教育活動を通じて，人の
気持ちを考えて行動できる子どもを育むよ
うに努めている。
・わが子は友だちや地域の人にあいさつを
している

80％
以上

○学級活動年間計画に基づくSST、構
成的グループエンカウンター等の実施
100%

100%
以上

○児童アンケート（肯定的評価）
・生活目標を意識して生活している

80％
以上

運動に対する意
欲の向上

〇児童アンケート（肯定的評価）
・運動（体を動かすこと）が好き
・学校がある日は運動（体を動かすこ
と）をしている

80％
以上

基本的な生活習
慣の確立

・「メディアコントロール週間」の取組を
年３回以上実施

３回
以上

家庭・地域との連
携

○保護者アンケート（肯定的評価）
・子どもたちの学習や生活の様子を分
かりやすく伝えている
・保護者からの連絡や相談に適切に
対応している

85%
以上

効率的な業務の
推進と子どもと向
き合う時間の確
保

○教職員アンケート（肯定的評価）
・互いに学び合い、協力し合っていると
感じる教職員
・児童一人一人と向き合うことができて
いる教職員

85%
以上

別紙様式１

令和８年度　　学校評価自己評価表

学校教育目標 「かしこく　やさしく　つよく」生きる子どもの育成 経営理念

中期経営目標

人
の
気
持
ち
が
分
か
る
子
ど
も

○生活委員会による「あったか言
葉」取組の実施
○生活委員会・保護者・地域によ
るあいさつ運動の推進

○人間関係づくりや相互理解を深
めるためSST、構成的グループエ
ンカウンター等の計画的な実施
○目標をもって生活する取組

達成度

　　　「平岩小学校で学んでよかったと思える学校の創造」

評価計画 自己評価 学校関係者評価

項
目

重
点 結果と課題の分析 評価 コメント 改善方策

知

「
か
し
こ
く

」

1

主
体
的
に
考
え

、
表
現
す
る
子
ど
も

主体的・対話的
で深い学びを創
る授業実践の充
実

○「個別の課題追究」と「学び合
い」を工夫した単元構成
○社会科・国語科における問いを
重視した授業実践

短期経営目標

体

「
つ
よ
く

」

3

最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
子
ど
も

○体育科におけて「体つくり運動」
　や「基本的な動き」を取り入れた
　授業づくり
○「平岩マラソン」や「なわとび」
　（体育朝会等）の期間集中での
　実施

〇生活習慣を整える（メディアに対
する意識の啓発）

評価目標達成のための方策 評価項目・指標 目標値
達成値

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
と

学
び
合
え
る
教
職
員

〇日常の教育活動における連携
や学校だよりなどのお便り、HP等
における情報発信

○組織的な報告・連絡・相談体制
の充実
○時間外勤務の縮減を意識し見
通しをもった働き方

【自己評価　評価】　　　　　　　　　　　　【達成度】
Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　　　　達成値／目標値×１００
B：８０≦（ほぼ達成）＜１００　　　　　　例：（達成値９０／目標値８０）×１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　　　　　　　　＝１１２．５　　となり
Ｄ：（できていない）＜６０　　　　　　　　評価は　Ａ　とする。

○ICT（学習ソフト）を活用した学習
の定着
○朝学習の充実
○家庭学習の習慣化
〇読書活動の推進

2

徳

「
や
さ
し
く

」
支持的風土のあ
る学級づくりの推
進

【学校関係者評価　評価】
３：自己評価は適正である。
２：自己評価は適正でない。
１：分からない。

信
頼
さ
れ
る
学
校

4


